










学生トップ選手における男子 110ｍH 走のハードリング 
およびインターバル分析 
The Analysis of Hurdle Clearance and Interval Sprint in Men's 110m 
Sprint Hurdle 
 

































12秒  8 台に乗せたのが中国の劉翔選手で2006年
のことである。このときの記録は12秒88であるが、
1981年ニアマイア選手が12秒93を出してから25














残りをインターバル 3 歩、10台目を越えてから 6 
から 7 歩、合計51から52歩で走破する。これは、
日本の高校生のレベルでも同じである。その 1 台
目までの  8 歩を  7 歩に変更するハードラーが近
年になって世界のトップハードラーにみられるよ
うになってきた。 1 歩少ないということは単純に 
1 歩分の記録向上が望める。ピッチアップの難し
さやオーバーストライドなど、技術的な難しさは











































優勝した Y 選手、2012年度ランキング 1 位、 2 位
の O 選手と S 選手である。 3 名の属性については
Table 1 に示した。レース分析大会は Y 選手、 S 選
手は、2012年 6 月10日に国立競技場で行われた日
本選手権陸上競技大会準決勝レース、 O 選手は 5 
月13日国立競技場で開催された関東学生陸上競
技対抗選手権大会決勝レース、劉翔選手は 5 月 6 
日、川崎で開催されたセイコーゴールデングラン
プリ川崎のレースを採用した。いずれのレースも
風の影響が± 0 ｍから+ 0.5 ｍであまりなく、学
生 3 名は同じ競技場である。対象となるレースで
の各選手のパフォーマンスはそれぞれのベスト記


























 学生  3 選手と劉選手のレース時のインターバ
ル時間をTable 2 に示した。最速のインターバルタ
イムは Y 選手が 1 秒05で 2 - 3 台目区間と 5 - 6 台
目区間に記録し、 S 選手も 4 - 5 台目区間で 1 秒05











Table 2. レース時インターバル時間分析 
 －22－
を記録している。 O 選手は 5 - 6 台目区間の 1 秒
06が最高タイムである。一方劉選手は 4 - 5 台目区
間において 0 秒99を記録、最も遅い区間でも 1 秒
06と O 選手の最高区間と同じ記録であった。 
 Table 3 に各選手のレース時間分析における最
高値、平均、低下率を示した。インターバルの平
均では、 Y 選手 1 秒078、 S 選手が 1 秒079、 O 選
手は 1 秒089であった。劉選手は 1 秒017である。 
インターバルの区間が  9 区間あるとすると  3 選
手のうち最も速いY選手であっても劉選手と 1 区
間で0秒061ずつ差をつけられていく。 9 区間で 0 
秒55差をつけられてしまうこととなる。ハードリ
ングタイムでみるとY選手の平均は 0 秒361、S 選
手が 0 秒360、 O 選手は0 秒388で、Y 選手、S 選
手は劉選手の 0 秒362と差はほとんどない。イン
ターバルランタイムでは、Y 選手の平均は 0 秒719、
S 選手が 0 秒718、O 選手は 0 秒700であり、劉選
















 各選手の各区間のレース速度をTable 4 、Fig.2 
に、ピッチをTable 5 、Fig.3 に示した。Y 選手の
区間最高速度は 2 - 3 台目区間の 8.73m/s、S 選手
は、 4 - 5 台目区間の8.70 m/s、O 選手は 5 - 6 台目
区間の8.60 m/sであった。これらは概ねインター
バルタイムの区間と一致する。劉選手の区間最高
速度は、 4 - 5 台目区間で 9.20 m/sという速度であ
る。2007年大阪世界陸上で劉選手が12秒95で優勝
した時の区間最高速度は同じく 4 - 5 台目区間で、
この時は9.46 m/sである6）。1991年東京世界陸上で
優勝したグレッグ・フォスター選手（アメリカ）
が13秒06で優勝した時も 3 - 4 台目区間、 4 - 5 台
目区間に 9.33 m/sと報告されている4）。平均速度に
おいても、劉選手は 8.99 m/sと 9 m/s近くの速度を
最後まで維持している。したがって、13秒台前半
を出すには秒速 9 ｍ付近が必要である。インター
バルタイムで  1 秒01を出さなければ秒速 9 ｍ以















は 2 - 3 台目区間の 4.92歩／秒、S 選手は、 2 - 3 台目
区間と 4 - 5 台目区間の 4.92歩／秒、O 選手は 2 - 3 台
















5 - 6 台目区間と、最も遅いインターバルタイムで
あった 9 - 10 台目区間について、その時間的変容













対する接地滞空比を算出した。 5 - 6 台目区間に関
してはTable 6 に、 9 - 10 台目区間に関してはTable 
7 に示す。踏切接地時間では、O 選手が 5 台目で 
0 秒133、 6 台目でも 0 秒127と最も長く接地して
いた。後半区間においても 9 台目に 0 秒153、10
台目が 0 秒133で O 選手は、長い踏切時間が特徴
である。また、着地においては、劉選手が 5 台目
に 0 秒08、 6 台目が 0 秒077と、学生 3 選手と比
較して短い。これは後半においても同様にみられ
る。また、着地後の次の 1 歩での接地時間でも、
劉選手は短い傾向にある。 5 台目後は 0 秒107で S 
選手は比較的短い接地をしているが、 Y 選手、O 

































Table 6. 5-6区間接地時間滞空時間 
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